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食用 ギ クのハ ウス早熟栽培 に関す る研 究
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表 , 栽培概要
: は し が き

本県における食用ギクの栽培面積は,約 300滋 で,主 な

作型はハウス半促成栽培 ,ハ ウス早熟栽培などである。出

荷期は3月 ～翌年 1月 まで,ほぼ周年生産 している。

ハウス早熟栽培は,主要作型の一つて,出荷期は,4月
下旬～ 6月 中下旬となる。主に,山形市周辺の野菜栽培地

帯に多い。

しかし,こ の作型においては,十産不安定要因が多く,

その対策には,栽培と品種の両面からとり組む必要がある

と考えられた。

そこで,本報では,ハ ウス早熟栽培の栽培改善について

とり上げ,育苗方法としての苗の種類が,生育及び収量に

及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

試験には,黄色・夏ギク系食用ギク系統,`S-5-1'
(山形園試分類による)を用いた。

あらかじめ,昭和57年 4月 に定植 しておいた親株は,同

年 8月 下旬に刈込み,追肥,及び土寄せを行い,発生 した

吸枝を採り,育苗に供試した。供試した苗の種類は,さ し

芽苗,う ど芽苗 ,及びかき苗の 3種類とし,各々,次の手

順により育苗を行い,定植時期を 3回に分け,生育及び収

量等について検討 した。試験区は,2反復で行った。

さし芽苗 :親株の刈込み後,地上部に伸長 した吸枝をピ

ンチ,さ し芽 ‐発根させた後 ,さ し芽時期から数えて20日

後の同年10月 22日 ,■月2日 ,及びH月 12日 にハウスに定

植 した。

うど芽苗 :地下部の吸枝を約 5"長に調整 ,直ちにうど

芽挿しの要領で,同年H月 2日 ,11月 12日 ,及びH月 22日

にハウスに定植した。

かき苗 :親株の刈込み後,追肥及び土寄せを行い,伸長

した茎葉を,その状態で発根させたのち,株分けして,う

ど芽苗区と同期日にハウスに定植 した。

その他の栽培概要は,表 1に 示すとおりである。

なお,定植時期は,ハ ウスの有効利用をはかるため,11
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月中心に設定 した。

3 試験結果及び考察

(1)生育

保温開始期(1月 16日 )の崩芽は,さ し芽苗の場合 ,地

上部の側枝と冬至芽の伸長したものが,株立ちとして,認
められた。かき苗の場合は,吸枝及び冬至芽が,う ど芽苗

の場合は,単一の吸枝が伸長 し,その後,地上部の下位節

より分枝した側枝力漱 立ちとなった。なお,さ し芽苗及び

かき苗の場合は,保温開始期前に,地上部数節にて,花芽

分化,出 らいが認められ,以後,座止状態で,茎の伸長は

停止した。

苗の種類により,保温開始期の蒻芽数を比較すれば,さ

ら2tレちり2
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図 1 定植時期別の保温開始期の萌芽数
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し芽苗>かき苗>う ど芽苗の1慣に多く,生育も同様の傾向

があった。

保温開始期における株ごとの生育は,定植前の苗の段階

で出らいした苗ほど劣り,その後の生育も不良となった。

良苗率は,さ し芽苗>かき苗>う ど芽苗の1慣であった。定

植時期てみれば,さ し芽苗及びかき苗は,採苗時期が遅く

定植時期が遅いほど,良苗率が高かった。これは,さ し芽

苗が,採苗時期の温度条件の相違により,さ し芽に用いた

吸枝の花芽分化の程度が異なるためと考えられた。

収穫終了時期の生育は, 1次側枝数は,さ し芽苗>か き

苗>う ど芽苗の順に多く,定植時期が早いほど,発生数が

多い傾向が認められた。しかし,その差は,保温開始期に

みられた各苗間の差よりも少かった。 2次側枝数は, 1次

側枝数と正の相関が認められた。これは,供試系統 (S―

5-1)が ,中及び上段の側枝発生の少ない特性を有する

こと,更には,1次側枝数が,株当たり約 5本 (45本 /″ )

と発生数が多いことによるものと考えられた。

セ)収量

lulま 4月 下旬から始まり,5月 中ヽヽ にピークとなった。

一花重は,苗の種類では,生育量が少ないうど芽苗が ,

さし芽苗及びかき苗に比較して重く,さ し芽苗とかき苗に

は,その差は認められなかった。

収量は,う ど芽苗区が劣り,さ し芽苗区は定植時期によ

る差は少なく,かき苗区では定植時期が遅れるほど減少の

表 2 収穫終了時期 (6月 28日 )の生育

な, 1)株 ,ち数 " 株立ち,り 発生した

“
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表 3 収量及び品質

傾向が明らかであった。総 じて,初期生育の良好な区はど

花数が多い傾向があった。

時期別収量では,保温開始期の崩芽数の多い区ほど,初

期収量は多かったが ,中～後期になるにしたがい,苗の種

類による差は減少 した。これらの傾向は,かき苗区が顕著

であり,さ し芽苗区については,その傾向が明らかでなかっ

た。さし芽苗で時期別収量に差が少ないのは,定植時期の

苗素質によるものと推察される。
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図 2 時期別商品花 (直 径 5昴以上 ,正常花 )収量

これらのことから,保温開始期の萌芽数の多少と初期収

量は,密接に関係 し,初期収量は,全期間の収量を左右す

ることが明らかとなった。したがって,こ の作型に適する

苗は,保温開始期の萌芽数の多い苗,さ し芽苗とかき苗で

ある。ただし,かき苗は,自 さび病をハウス内へ持ち込む

例が多い。また,育苗の難易では,さ し芽苗は,採苗時期

の気象条件により,苗素質が変化 しやすい。この点からす

れば,う ど芽苗は,確実に多数の苗を用意することができ

る。結果的に,良質なさし芽を確保し,さ し芽苗を使用す

るのがこの作型に最適であると考えられる。

4 ま

ハウス早熟哉培において,黄色,夏ギク系 'S-5-r
の育苗方法(さ し芽苗 ,う ど芽苗,及びかき苗)が ,生育

及び収量に及ぼす影響について検討した。その結果,保温

開始期の萌芽数の多少は,その後の生育と初期収量に密接

に関与し,萌芽数が多いことが良い結果を得た。したがっ

て,こ の作型では,崩芽数の多いさし芽苗を用いるのが合

理的である。
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